
12
月
16
日
㈰
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
日

●
詳
細
は
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　
市
制
施
行
45
周
年
を
記
念
し
て
八
千
代
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
５
４
０
人
か
ら
７
１
２
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
中
か
ら
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
選
考
委
員
会
が
10
点
を
選

出
し
て
市
民
投
票
を
行
っ
た
結
果
、
２
万
４
２
７
４
票
の
投
票
が
あ
り
ま

し
た
。
得
票
数
の
１
位
は
「
や
っ
ち
」
で
６
９
２
４
票
、
２
位
は
「
や
ち

よ
く
ん
」
で
３
５
１
３
票
、
３
位
は
「
ヤ
ッ
チ
ョ
マ
ン
」
で
２
６
５
４
票

で
し
た
。
11
月
13
日
に
行
わ
れ
た
同
選
考
委
員
会
に
よ
る
最
終
選
考
を
経

て
、
や
っ
ち
が
最
優
秀
作
品
に
、
や
ち
よ
く
ん
と
ヤ
ッ
チ
ョ
マ
ン
が
優
秀

作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。　

　
や
っ
ち
は
こ
れ
か
ら
八
千
代
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
登
場
す
る
予
定
で
す
。

　
鳥
で
も
猫
で
も
な
い
新
種
の
い
き
も
の
。
市
章
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
横

顔
が
特
徴
で
、
体
全
体
が
自
然
豊
か
な
八
千
代
市
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
ブ

ル
ー
グ
リ
ー
ン
で
す
。
皆
さ
ん
仲
良
く
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

■
八
千
代
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
や
っ
ち
」

　市内の農家が先生となる「めざせ！食の達人　農業の先生とのふれあい授業」が
10月から始まりました。これまで、やちよ食育ネットが中心となり、エコにんじ
んウィークなど、給食の時間に農家が学校を訪問することはありましたが、今後
は授業の一環として公立小学校全校で実施予定。農家、学級担任、栄養教諭・学
校栄養職員が連携して農産物を作る苦労や喜びなどを伝えます。11月19日に八千
代台小学校で行われた授業では、皮がむかれて切りそろえられたネギと収穫した
ままのネギを実際に手に取って比べました。「生産の場を知ることで、食べ残しが
減ればうれしい」と農家の白井宏美さん。３年生を対象に授業が行われています。

食
べ
物
を
大
切
に
す
る
心
を
育
ん
で

農
業
の
先
生
と
の
ふ
れ
あ
い
授
業

▲この日、先生となった白井さん（左上）の畑で、朝一番に収穫したネギを持って。「触った感じは」「重さは」と周りの子どもたちが次々に質問

1076 ●八千代の人口
19万3,188人� （＋111人）
男 9万5,997人� （＋55人）
女 9万7,191人� （＋56人）
●八千代の世帯
8万1,697世帯� （＋62世帯）
10月末現在。（ ）内は前月比
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八
千
代
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
や
っ
ち
」を
よ
ろ
し
く
ネ
！

■
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
２
点▲やちよくん

▲ヤッチョマン

■
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
表
彰
式

　
12
月
２
日
に
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
表

彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
受
賞
者
を
紹
介
し
ま

す
（
敬
称
略
）。
▼
最
優
秀
賞　
花
嶋
一
平

（
や
っ
ち
）　
▼
優
秀
賞　
齋
藤
千
里
（
や
ち

よ
く
ん
）　
▼
優
秀
賞　
伊
藤
う
ち
ゅ
ぷ（
ヤ

ッ
チ
ョ
マ
ン
）　　
　
　
　
（
総
合
企
画
課
）

▲表彰される花嶋さん

▶
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清
掃
セ
ン
タ
ー
１
〜
３
号
炉
の
排
ガ
ス
中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
し
た
結

果
は
次
の
と
お
り
で
、
い
ず
れ
も
国
の
排
出
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

測
定
日

測
定
結
果

排
出
基
準
値

１
号
炉

８
月
２
日

０・３
２
ナ
ノ
グ
ラ
ム

５
ナ
ノ
グ
ラ
ム

２
号
炉

６
月
28
日

０・０
７
７
ナ
ノ
グ
ラ
ム

５
ナ
ノ
グ
ラ
ム

８
月
９
日

０・０
４
９
ナ
ノ
グ
ラ
ム

３
号
炉

７
月
４
日

０・０
０
０
３
５
ナ
ノ
グ
ラ
ム

０・１
ナ
ノ
グ
ラ
ム

※
１
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は
10
億
分
の
１
グ
ラ
ム

（
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
４
８
３
）４
５
２
１
）

　「八千代市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」などに基づき、
市職員の任命や、給与の状況、勤務条件などの概要を公表します。この内
容は、市のホームページ、市役所情報公開室で閲覧できます。

　　１. 市職員の給与などの状況
⑴給与
①人件費	 （23年度普通会計決算・人口は24年３月31日現在）

住民基本
台帳人口

歳出額
（A） 実質収支 人件費

（B）
人件費率
（B/A）

22年度の
人件費率

18万9,084人 534億8,493万円 15億2,228万円 114億　481万円 21.3% 23.1%

※普通会計は本市の場合、一般会計と墓地事業特別会計を合わせたもの。実質収
支は、歳入から歳出と翌年度に繰り越すべき財源を除いた額。人件費に含まれ
る経費は議員や非常勤職員等の報酬、特別職や一般職の給料、職員手当など
②職員給与費（23年度普通会計決算）	 職員数は23年４月１日現在
職員数
（A）

給　　与　　費 １人当たり給与費
（B/A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　（B）

1,193 48億5,275万円 14億4,327万円 18億922万円 81億524万円 679万円
※職員手当とは扶養手当、住居手当、通勤手当、特殊勤務手当、地域手当、管理
職手当、時間外勤務手当などで、退職手当は含みません
③人件費削減措置	 24年４月１日現在

削減措置 実　施　期　間 内　　　容

一
般
職

管理職手当の減額 23年4月から26年3月までの間 9%の減額
期末勤勉手当の
加算措置の減額 13年4月から当分の間 部長級　15%　→　10%

課長級　10%　→　 7%
住居手当（持家）の減額 24年4月から25年3月 8,000円　→　4,000円

特
別
職

期末手当の
加算措置の減額 14年4月から当分の間 市長、副市長、教育長、事業管

理者　15%　→　10%
④職員の平均給料月額及び平均年齢	 24年４月１日現在

区　分 一 般 行 政 職※1 技 能 労 務 職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

八千代市 31万6,253円 40.4歳 36万　　 32円 49.2歳
千葉県 34万3,784円 43.3歳 32万8,729円 51.4歳

国
減額前　 32万9,917円

42.8歳
28万5,030円

49.7歳
減額後※2 30万4,944円 27万  465円

※�１）税務職、医療技術職、看護・保健職、福祉職、消防職、企業職、清掃職員、学校
給食員、その他技能労務職、小・中学校教育職、その他教育職以外の職員
※２）「国家公務員の給与の改定及び臨時特例に関する法律」による減額後の額
⑤職員の初任給	 24年４月１日現在

区　分 八千代市 千葉県 国

一般行政職
大学卒 17万8,800円 17万8,800円 （総合職）18万1,200円

（一般職）17万2,200円
高校卒 14万4,500円 14万4,500円 （一般職）14万  100円

⑥職員の経験年数別・学歴別平均給料月額	 24年４月１日現在

区　分 一 般 行 政 職 技 能 労 務 職
大学卒 高校卒 高校卒 中学卒

経験年数10年 27万2,437円 22万5,800円 該当者なし 該当者なし
経験年数15年 33万2,500円 22万6,900円 該当者なし 該当者なし
経験年数20年 37万3,929円 34万6,733円 32万2,500円 27万9,000円

※4月1日に区分の経験年数に達した職員がいない場合は「該当者なし」と記載

⑦一般行政職の級別職員数	 24年４月１日現在 
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級

合　計標準的な
職務内容

主　事
技　師

主　事
技　師

主任主事
主任技師 主査補 主　査 副主幹 課長

室長
部局長
次　長

職員数（人） 111 110 64 57 105 72 69 27 615
構成比 18.0% 17.9% 10.4% 9.3% 17.1% 11.7% 11.2% 4.4% 100.0%

１年前 20.8% 12.4% 11.2% 11.0% 18.1% 11.5% 10.5% 4.5% 100.0%
５年前 7.3% 13.7% 9.9% 15.4% 24.7% 12.3% 11.6% 5.1% 100.0%

※給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。標準的な職務内容とは、それ
ぞれの級に該当する代表的な職名
⑧昇給への勤務成績の反映状況
　昇給日（４月１日）前１年間の勤務成績により、昇給の区分を上位の昇給区
分、標準区分、下位の昇給区分の３段階を設け、昇給に反映させています。
24年４月１日の昇給では、市長部局職員873人中、上位の昇給区分に決定
された者は80人（9.2％）、標準区分に決定された者は766人（87.7％）、下
位の昇給区分に決定された者は27人（3.1％）でした。
⑨職員手当	 いずれも24年４月１日現在
●毎月支給

八千代市 国の制度との違いなど
扶
養
手
当

①配偶者：1万3,000円
②配偶者以外の扶養親族1人につき6,500円、
　16歳から22歳までの子1人につき5,000円加算

①同じ
②同じ

地
域
手
当

給料、扶養手当、管理職手当の合計額の10％
（23年度決算）
対象者1,337人　１人当たり平均支給年額　39万3,477円

国の支給率は10％

住
居
手
当

①借家の場合（家賃1万2,000円を超える場合）
    家賃の額に応じて2万7,000円を限度に支給
②持家の場合　4,000円（平成26年度廃止）

①同じ

②国は支給なし

通
勤
手
当

①電車・バスを利用する場合
　６か月定期券等の価額による支給を基本として
　全額支給
②乗用車等を使用する場合
　使用距離等に応じて3,800円～3万7,600円を支給

①６か月定期券等の価額による一括支給を基本と
　し、１か月当たり5万5,000円を限度に全額支給

②�使用距離等に応じて、2,000円～2万4,500円を
支給

●勤務実績に応じて支給

時 間 外
勤務手当

23年度
支給総額 4億1,615万円

職員１人当たり平均支給年額 31万円

22年度
支給総額 4億3,889万円

職員１人当たり平均支給年額 33万円

特　　殊
勤務手当

職員全体に占める手当支給職員の割合（23年度） 34.6%
支給対象職員１人当たり平均支給年額（23年度決算） 4万3,169円
手当の種類（手当数）　　　24年４月１日現在 24種

●臨時に支給
八千代市 国

期
末
・
勤
勉
手
当

23 年度支給割合
期末手当　2.60（1.45）月分
勤勉手当　1.35（0.65）月分

（　）内は再任用職員に係る支給割合

23 年度支給割合
期末手当　2.60（1.45）月分
勤勉手当　1.35（0.65）月分

（　）内は再任用職員に係る支給割合
加算措置の状況　	
職制上の段階、職務の級等による加算措置
　・役職加算　5～15％	
　　　　13年4月から当分の間、⑴③のとおり減額中

加算措置の状況　　	
職制上の段階、職務の級等による加算措置
　・役職加算　 5～20％	
　・管理職加算　10～25％	

退
職
手
当

区　分 勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額
自 己 都 合 23.50月分 33.50月分 47.50月分 59.28月分
勧 奨 ・ 定 年 30.55月分 41.34月分 59.28月分 59.28月分

※退職手当は、千葉県市町村総合事務組合の退職手当条例で支給率が規定されて
おり国と同率です。本市で23年度に退職した職員に支給された退職手当の１
人当たり平均支給額は2,687万円です。定年前早期退職特例措置は２～20％
　加算で国と同じです
※このほか、管理職手当、夜間勤務手当、災害派遣手当などがあります

人事行政の運営等の状況
お問い合わせは職員課 483-1151（代表）へ

冬
休
み
を
健
康
で
安
全
に
過
ご
す
た
め
に

清
掃
セ
ン
タ
ー
焼
却
炉
の

排
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果
は
基
準
以
下

■
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
で
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
し
ょ
う　
生

活
習
慣
は
、
子
ど
も
の
学
力・体
力・気
力
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
特
に
、

脳
と
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
朝
食
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
「
い
か
の
お
す
し
」
を
合
い
言
葉
に　
不
審
者
に
出
合
っ
た
と
き
、

を
合
い
言
葉
に
、
危
険
か
ら
身
を
守
る
力
を
育
て
ま
し
ょ
う
。
不
審
電
話
に
も

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
の
安
全
な
利
用
を　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ

ト
や
メ
ー
ル
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
、
子
ど
も
た
ち
の
間
で
も
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
有
害
サ
イ
ト
や
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
な
ど
、
携
帯
電
話
や
通
信
型
ゲ
ー
ム
機

等
の
使
い
方
や
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
再
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
愛
の
一
声
を　
子
ど
も
の
小
さ
な
変
化
を
見
逃
さ
ず
、
気
に
な
る
こ
と
は

﹁
ど
う
し
た
の
？
﹂
と
優
し
く
声
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。
善
い
行
い
を
し
た
ら
、

そ
の
場
で
褒ほ

め
る
の
が
一
番
で
す
。﹁
愛
の
一
声
﹂
は
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち

を
育
て
る
た
め
の
特
効
薬
で
す
。

■
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
！　
未
成
年
の
飲
酒
や
喫
煙
は
、
非
行
の
第
一
歩
で
す
。

﹁
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
！
﹂
の
一
言
が
、
子
ど
も
を
非
行
か
ら
救
い
ま
す
。
酒

や
タ
バ
コ
の
害
、
薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
な
ど
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
知

識
と
判
断
力
は
不
十
分
で
す
。
子
ど
も
た
ち
と
じ
っ
く
り
話
し
合
う
機
会
を
持

ち
、
誘
惑
に
負
け
な
い
強
い
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

■
青
少
年
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い　
青
少
年
の
非
行
や
怠
学
な
ど
の
悩
み
に

つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
助
言
・
指
導
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。
①
電
話
相
談　
②
来
所
相
談（
要
電
話
予
約
）

※
受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
月
曜
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後

４
時　
︻
連
絡
先
︼
青
少
年
セ
ン
タ
ー　
八
千
代
市
大
和
田
１
３
８

－

２
教
育

委
員
会
庁
舎
内
（
４
８
３
）２
８
４
２

　
＂
い
か
な
い
・
の
ら
な
い
・
お
お
声
を
出
す
・

す
ぐ
に
逃
げ
る
・
し
ら
せ
る
＂　
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⑩特別職の報酬等	 24年４月１日現在
区　分 給料、報酬月額 地域手当 期末手当 退職手当

市 　 長
副 市 長
事業管理者

98万円
83万円
74万円

8%
23年度支給率
3.90月分

98万円×在職月数×0.35
83万円×在職月数×0.25
74万円×在職月数×0.20

議 　 長
副 議 長
議 　 員

52万円
48万円
46万円

⑵部門別職員数の状況と主な増減理由（教育長を含む）	 各年４月１日現在
区分

部門
職員数（人） 対前年

増減数 主な増減理由 人口１万人当
たりの職員数平成23年 平成24年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
労 働
農林水産
商 工
土 木

10
243
58
287
108
0
24
11
99

10
242
63
285
108
0
24
12
100

0
−1
5
-2
0
0
0
1
1

事務の統廃合・縮小
組織改正による債権管理課の新設
退職者不補充

観光推進室の設置
業務増

小 計 840 844 4 44.6人
教 育 部 門 145 144 -1 しろばら幼稚園の廃園
消 防 部 門 209 210 1 欠員補充
小　　　計 1,194

（87）
1,198
（93）

4
（6） 63.4人

公
営
企
業
等

会
計
部
門

水　　　道
下　水　道

42
26

42
26

0
0

そ　の　他 59 56 -3 事務の統廃合・縮小
小　　計 127

（8）
124
（7）

-3
（-1）

合　　　計
1,321
（95）

＊1,380

1,322
（100）
＊1380

1
（5） 69.9人

※職員数は一般職に属する職員の人数。（　）内は、再任用の短時間勤務職員
　＊は、条例定数の合計です
⑶年齢別職員構成（教育長を含む）	 24年４月１日現在
区　分 20歳未満 20～23 24～27 28～31 32～35 36～39 40～43 44～47

職員数（人） 6 52 159 143 123 105 128 113
構 成 比 0.5% 3.9% 12.0% 10.8% 9.3% 8.0% 9.7% 8.6%
５年前の構成比 0.1% 3.2% 6.4% 8.1% 8.0% 8.5% 8.7% 8.6%
区　分 48～51 52～55 56～59 60歳以上 計 ※（　）内は、再任用

短時間勤務職員
　（外書き）

職員数（人） 101 169 220 3（100） 1,322（100）
構 成 比 7.6% 12.8% 16.6% 0.2% 100.0%
５年前の構成比 15.7% 17.6% 15.0% 0.1% 100.0%
⑷職員数の推移（教育長を含む）	 単位：人・％

年　度 19年 20年 21年 22年 23年 24年 過去５年間の
増減数（率）

一 般 行 政 849 852 850 846 840 844 -5 （-0.6%）
教 育 164 150 144 144 145 144 -20 （-12.2%）
消 防 210 208 210 210 209 210 0 （0%）
普通会計　計 1,223 1,210 1,204 1,200 1,194 1,198 -25 （-2.0%）

公営企業等会計　計 127 125 126 127 127 124 -3 （-2.4%）
総合計 1,350 1,335 1,330 1,327 1,321 1,322 -28 （-2.1%）

　　２.人事行政運営の状況（23年度）
⑴職員の任免
　23年４月１日から24年３月31日までの採用者数は85人、退職者数は65人です。
⑵職員数（教育長を除く）	  23年４月１日現在

事務系 技術系 栄養士・保育士 技能労務系 医療職関係 教育関係 消防職 合　計
人数 663人 138人 157人 78人 48人 27人 209人 1,320人
⑶職員の勤務時間	 23年４月１日現在
１週間の勤務時間 １日の勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間
38時間45分 ７時間45分 ８時30分 17時15分 60分

※消防署などでは変則勤務があります
⑷休暇等
①年次休暇…１暦年（１月～12月）について20日
②病気休暇…職員の負傷及び疾病の場合、療養に必要な期間

③特別休暇…職員の分娩
べん
、結婚、忌引、夏季休暇など

④看護休暇…配偶者、親族の疾病などによる看護。１年度で180日まで。無給
⑤育児休業…満３歳に達するまでの子について、その職員が養育する場合。無給
⑸職員の分限及び懲戒処分　
①分限処分…公務の能率の維持などの目的から、職員の意に反して行う処
分。降任、免職、休職、降給の４種類。（23年度中に処分を受けた職員は、
病気による休職で11人）
②懲戒処分…職員の職務上の義務違反、公務員としてふさわしくない行為
がある場合の処分。戒告、減給、停職、免職の４種類。（23年度中に処
分を受けた職員は、減給で１人）
⑹職員の研修
　　職員一人ひとりが、全体の奉仕者であることを自覚し、意欲をもって
職務に取り組み、時代の変化に対応できる柔軟な発想と行動力を備えた
人材の育成を推進するため、体系的かつ計画的に職員研修を行っています。
①職場研修
②職場外研修／
　ア.一般研修：新規採用職員や一般職員、管理監督者研修
　イ.特別研修：専門的な知識、技能などを習得。接遇研修、パソコン研修など
　ウ.派遣研修：国や他の地方公共団体、研修機関などへの派遣
③自己啓発：職員が自己啓発に取り組みやすい組織風土作りや切っ掛け作り
⑺職員の福祉及び利益の保護
①職員互助会／短期人間ドック利用助成などの福利厚生事業
②職員共済組合／職員の病気、負傷、出産、休業、災害、退職、障害若し
くは死亡に関して、千葉県市町村職員共済組合などにおける給付
③公務災害補償／職員の公務によって起きた負傷・疾病等に対する、地方
公務員災害補償法などに基づく補償（23年度中の公務災害に認定された
件数は７件）
④勤務条件に関する措置の要求、不利益処分に関する不服申立て／職員は、
公平委員会に対し、給与や勤務時間などについて、市当局が適当な措置
をとることを要求することや、懲戒そのほかその意に反する不利益な処
分を受けた場合、不服申立てをすることができます（23年度中は０件）
⑻その他
①障害者の雇用
　　障害者の雇用の促進等に関する法律の定めにより、障害者である職員
の任用状況を都道府県労働局に報告する義務があります。
②安全衛生管理組織の設置及び委員の選任
　　職員の健康や安全で快適な職場環境を保持するため、労働安全衛生法
の定めにより、安全衛生管理組織の設置及び産業医や衛生管理者などの
選任が義務づけられています。

　　公営企業職員給与等の概要　お問い合わせは経営企画課へ

上下水道局の給与は「八千代市企業職員の給与の種類及び基準に関する
条例」等により支給されています。 
⑴職員給与費（23年度決算）	 職員数は23年４月１日現在

職員数
（A）

給　　与　　費 １人当たり給与費
（B/A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

上水道 42人 164,449千円 49,091千円 62,508千円 276,048千円 6,573千円
下水道 26人 106,426千円 29,202千円 40,901千円 176,529千円 6,790千円

⑵職員の平均給料月額及び平均年齢　　　24年４月１日現在
区　分 職員数 平均年齢 平均給料月額

水 道 事 業 会 計 42人 42.5歳 326,288円
公共下水道事業会計 26人 44.1歳 341,109円
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（大和田）
阿
あ べ

部 恭
きょう

子
こ

（大和田新田）
上
かみじょう

條洋
よう

子
こ

（緑が丘）

【
民
生
功
労
】

【
民
生
功
労
】

【
消
防
防
犯
功
労
】

【
消
防
防
犯
功
労
】

【
消
防
防
犯
功
労
】

【
そ
の
他
功
労
】

【
そ
の
他
功
労
】

【
そ
の
他
功
労
】

木
きのした

下美
み よ こ

代子
（八千代台北）

山
やまざき

﨑光
みつ

江
え

（麦丸）
薄
うす

井
い

忠
ただひこ

彦
（勝田台）

松
まつざき

﨑　博
ひろし

（市川市）
村
むらやま

山　浩
ひろし

（米本）
池
いけ

田
だ

光
こう

二
じ

（勝田台南）
岡
おか

田
だ

純
よしあき

明
（埼玉県）

近
こんどう

藤光
みつ

枝
え

（習志野市）

横
よこやま

山博
ひろ

美
み

（大和田新田）
與
よ な

那治
はるひこ

彦
（大学町）

椎
しい

名
な

仙
のりたか

卓
（船橋市） （千葉市）

藤
ふじ

井
い

純
すみ

子
こ

（大和田新田）

▼
場
所　
①
市
役
所
第
二
別
館
１
階
第
１
会
議
室　
②
八
千
代
台
東
南
公
共
セ

ン
タ
ー
４
階
講
習
室

●
代
理
投
票
も
で
き
ま
す

　
身
体
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
で
、
候
補
者
の
氏
名
を
投
票
用
紙
に
自
分
で
書

け
な
い
人
は
投
票
所
の
係
員
に
よ
る
代
理
投
票
が
で
き
ま
す
。希
望
す
る
人
は
、

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
開
票
は
、
市
民
体
育
館
で
即
日
開
票

　
開
票
は
、
12
月
16
日
㈰
午
後
９
時
15
分
か
ら
市
民
体
育
館
で
行
い
ま
す
。
２

階
で
参
観
で
き
ま
す
。
開
票
速
報
は
次
の
方
法
で
行
い
ま
す
。
①
開
票
所
内

の
速
報
掲
示
板
で
、
午
後
10
時
か
ら
30
分
ご
と
に
発
表　
②
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.yachiyo.chiba.jp

）の「
衆
議
院
議
員
総
選
挙
コ
ー
ナ

ー
」
で
、
午
後
10
時
15
分
頃
か
ら　
③
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
午
後
10

時
15
分
か
ら
開
票
終
了
後
30
分
ま
で
市
役
所
（
４
８
３
）１
１
５
１
へ

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

市教育委員会が教育功労者として15人、１団体を表彰しました

【個人表彰】
上
うえすぎ
杉修
しゅうじ
二（大和田小学校長）

池
いけ
田
だ
順
じゅんいち
一（西高津小学校長）

加
か
藤
とう
孝
たか
明
あき
（南高津小学校長）

狩
か の
野公
こう
太
た
郎
ろう
（大和田西小学校長）

仙
せん
福
ぷく
克
かつ
禎
よし
（萱田小学校長） 

曲
まが
沼
ぬま
三
み な お
七夫（高津中学校長）

大
おおくま
熊正
まさ
雄
お
（村上中学校長） 

上
かみやま
山篤
あつ
生
お
（阿蘇小学校教頭）

中
なかむら
村　淳

じゅん
（八千代台小学校教頭）

山
やまぎし
岸正
まさゆき
幸（八千代台小学校教諭）

小
こ
山
やま
洋
よう
子
こ
（八千代台東第二小学校教諭）

工
く
藤
どう
和
かず
子
こ
（大和田西小学校教諭）

髙
たか
木
ぎ
郁
いく
次
じ
（村上東中学校教諭）

加
か
藤
とう
輝
てる
子
こ
（八千代市芸術文化協会副会長）

千
ち き
喜良

ら
春
はる
男
お
（八千代市少年野球連盟大新ジャガーズ代表）

【団体表彰】
子ども達を明るく健やかに育てる会（会長　岩

いわさわ
澤良
よしたか
隆）

　教育委員会は、
教育や文化、スポ
ーツなどの振興に
尽くした個人や団
体を表彰しました。
11月１日に表彰さ
れた皆さんを紹介
します。（敬称略）

市政の発展にご尽力いただいた皆さん
　市では、毎年11月23日に市政の発展に功労があった人を
八千代市表彰規則に基づいて表彰しています。今年度は、
51人と１団体がそれぞれ篤行者表彰、市政功労者表彰、善
行者表彰されました。� （敬称略）

地方自治の発展や産業の振興、
教育・学芸等文化の進展などに
尽力し、功労が顕著な人が対象

篤行者表彰

教育委員会委員や審議会等委員、
市議会議員などとして市政に功
労があった人が対象

市政功労者表彰

市に多額の私財を寄付した人や
市民の模範となる善行をした人
が対象

善行者表彰
公益財団法人
川口教育 ･
スポーツ財団
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・市役所に納付する介護保険料や後期高齢
　者医療保険料は生命保険料控除の対象で
　はありません
・生命保険料控除の適用限度額は、７万円
　のままで変更ありません
・旧契約分は計算式１、新契約分は計算式
　２で計算します。一般生命保険料控除、
　介護医療保険料控除、個人年金保険料控除

25年度から市・県民税の制度が
一部改正されます

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
12
月
16
日
㈰
が
投
票

日
で
す
。
今
後
の
国
政
を
託
す
人
を
選
ぶ
大
切
な

選
挙
で
す
。
あ
な
た
の
一
票
を
む
だ
に
し
な
い
で

投
票
し
ま
し
ょ
う
。
同
時
に
、
最
高
裁
判
所
裁
判

官
国
民
審
査
の
投
票
も
行
わ
れ
ま
す
。

●
八
千
代
市
で
投
票
で
き
る
人

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。
①
日
本
国
民
で
あ

る
こ
と　
②
平
成
４
年
12
月
17
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人　
③
24
年
９
月
３
日
ま

で
に
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
本
市
に
住
所
を
有

し
て
い
る
人　
④
本
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

●
市
内
で
住
所
を
変
更
し
た
人
は

　
11
月
22
日
㈭
ま
で
に
市
内
で
住
所
変
更
の
届
出
を
し
た
人
は
、
新
住
所
地
の

投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。11
月
23
日
㈷
以
降
に
住
所
変
更
届
出
を
し
た
人
は
、

旧
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
一
部
の
投
票
所
が
変
更
に
な
り
ま
す

　
次
の
投
票
所
は
、
23
年
に
行
わ
れ
た
千
葉
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
所
か
ら

変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
投
票
所
の
場
所
は
、
郵
送
さ
れ
た
入
場
整
理
券
の
略

図
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
番
号

23
年
千
葉
県
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
所

今
回
の
投
票
所

６

八
千
代
台
公
民
館
（
研
修
室
）
八
千
代
台
西
小
学
校
体
育
館

９

八
千
代
市
選
挙
管
理
委
員
会

別
室

八
千
代
市
教
育
委
員
会
庁
舎

会
議
室

１６

高
津
小
学
校
体
育
館

高
津
中
学
校
体
育
館

２９

村
上
東
小
学
校
体
育
館

村
上
東
中
学
校
体
育
館

●
投
票
の
順
序
と
方
法

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
二
つ
の
選
挙
で
す
。最
初
に「
小
選
挙
区
選
出
議
員
選

挙
」の
投
票
用
紙
を
交
付
し
ま
す
。候
補
者
氏
名
を
書
い
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

次
に「
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
」と「
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
」の
投

票
用
紙
を
交
付
し
ま
す
。「
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
」
の
投
票
用
紙
に
は
、
政

党
の
名
称
ま
た
は
略
称
を
書
い
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
」の
投
票
用
紙
に
は
、
審
査
に
付
さ
れ
る
裁

判
官
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
や
め
さ
せ
た
い
と
思
う
裁
判
官
に

「
×
」
を
書
き
、
や
め
さ
せ
な
く
て
も
よ
い
と
思
う
裁
判
官
に
は
何
も
書
か
な

い
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
は
12
月
15
日
㈯
ま
で

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
で
き
な
い
見
込
み
の
人
は
、
次
の
投
票

所
で
期
日
前
投
票
、不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す（
宣
誓
書
の
記
載
が
必
要
）。入
場

整
理
券
が
届
い
て
い
る
場
合
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　
12
月
15
日
㈯
ま
で　
▼
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時　

衆
議
院
議
員
総
選
挙・最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の

投
票
日
は
12
月
16
日
㈰
で
す

　税制改正により、25年度の市・県民税につい
ては、生命保険料控除の改正、医療費控除の対
象となる医療費の範囲の拡大などの変更があり
ます。主な改正点についてお知らせします。お
問い合わせは、市民税課 483-1151（代表）へ

生命保険料控除が見直されます 生命保険料控除の算出のしかた
（１）各保険料の*年間支払額を控除証明書で確認しましょう　*分配を受けた剰余金等の控除後の金額

■旧契約の適用分（23年12月31日以前の契約）	 	 	 	
一般生命保険料の年間支払額	 	
個人年金保険料の年間支払額	 	

■新契約の適用分（24年１月１日以後の契約）		 	 	
一般生命保険料の年間支払額	 	
介護医療保険料の年間支払額	 	
個人年金保険料の年間支払額

（２）A・Bの年間支払額を下の計算式１（旧契約分）、C・D・Eの年間支払額を計算式２（新契約分）に
あてはめて、計算してみましょう

一般生命
保険料

Aの金額を計算式１（旧
契約分）に当てはめて計
算した金額

①� 円
（最高35,000円）

計（①＋②） ③ � 円
（最高28,000円）

Cの金額を計算式２（新
契約分）に当てはめて計
算した金額

②� 円
（最高28,000円）

①と③のいずれ
か大きい額 円

介護医療
保険料 Dの金額を計算式２（新契約分）に当てはめて計算した金額 円

個人年金
保険料

Bの金額を計算式１（旧
契約分）に当てはめて計
算した金額

④� 円
（最高35,000円）

計（④＋⑤） ⑥� 円
（最高28,000円）

E の金額を計算式２（新
契約分）に当てはめて計
算した金額

⑤� 円
（最高28,000円）

④と⑥のいずれ
か大きい額 円

■計算式１　旧契約分の計算方法（23年12月31日以前に契約したもの）
支払った保険料の金額 生命保険料控除額
              ～ 15,000 円 支払った保険料の全額
15,001 円～ 40,000 円 支払った保険料× 1/2 ＋ 7,500 円
40,001 円～ 70,000 円 支払った保険料× 1/4 ＋ 17,500 円
70,001 円～ 35,000 円

■計算式２　新契約分の計算方法（24年１月１日以後に契約したもの）
支払った保険料の金額 生命保険料控除額
              ～ 12,000 円 支払った保険料の全額
12,001 円～ 32,000 円 支払った保険料× 1/2 ＋ 6,000 円
32,001 円～ 56,000 円 支払った保険料× 1/4 ＋ 14,000 円
56,001 円～ 28,000 円

医療費控除の対象となる
医療費の範囲が拡大されます

退職所得にかかる市・県民税
退職所得の所得割控除特例が廃止

ご注意ください

　24年１月１日以後に生命保険会社または損害保険会社
と締結した保険契約（以下、｢新契約分｣という）は、一般
生命保険料控除が、契約の保障内容に応じて、遺族保障
等の「一般生命保険料控除」と介護または医療の費用保障
の「介護医療保険料控除」に分離され、控除額の計算方法
が変更されます。また、新契約分と23年12月31日以前に
締結した保険契約（以下、｢旧契約分｣という）両方の保険
料を支払っている場合は、一般生命保険料、個人年金保
険料それぞれについて右の計算式で算出した金額が控除
額になります。旧契約分の計算方法は変更ありません。

　医療費控除の対象範囲に、介護福祉士による喀
かくたん
痰吸引

等および認定特定行為業務従事者（一定の研修を受けた
介護福祉士および介護職員等）による特定行為にかかる
費用の自己負担分が加えられます。この改正は、24年４
月１日以後に支払った医療費について適用されます。

　それぞれ同じ計算式を用いて計算します
【新旧両方の支払いがある場合】
・新契約分と旧契約分それぞれにおいて求
　めた額の合計が控除額となります。適用
　限度額は２万8,000円です
・旧契約分の支払いが４万2,000円を超える
　場合のみ、旧契約分のみを適用します。
　適用限度額は３万5,000円です

　25年１月１日以後に支払われるべき退職手当等にかか
る市・県民税について、所得割の額から10％を控除する
特例が廃止されます。また、勤続年数が５年以下の法人
役員等に支払われる退職手当等にかかる課税の方法につ
いて、退職所得控除額を控除した残額の２分の１とする
措置が廃止されます。

改正前

一般生命保険料控除
限度額：３万5,000円

個人年金保険料控除
限度額：３万5,000円

合計限度額７万円

改正後
一般生命保険料控除（旧契約分）

限度額：３万5,000円
一般生命保険料控除（新契約分）

限度額：２万8,000円
介護医療保険料控除
限度額：２万8,000円

個人年金保険料控除（旧契約分）
限度額：３万5,000円

個人年金保険料控除（新契約分）
限度額：２万8,000円

合計限度額７万円

円 A
円 B

円 C
円 D
円 E

保険会社から送られる控除証明
書には、支払った保険料が新・
旧どちらに適用するのかが分か
るように記載されています

生命保険料控除額合計
（イ＋ロ＋ハ）

円　　
（合計限度額７万円）

…イ

…ロ

…ハ
｝

▲

せ
ん
き
ょ
く
ん
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２歳６か月児 
歯科健診（予約制）

　歯科医師による健診や相談、歯科衛生
士の歯みがき実習を行います。
　 ▼日時　1月17日㈭・23日㈬、２月
８日㈮受け付けは、午前９時15分〜９
時45分　 ▼場所　保健センター　 ▼対
象　22年7月生まれの子　 ▼申し込み
健診日の１週間前までに電話で母子保
健課へ

文化伝承館 458-1700
◆八千代の伝承文化を習
おう　物づくり編③「凧

たこ

づくり」　凧を作って、凧あげ大会を
して楽しみます。市内在住、在学また
は在勤の小学生以上対象（小学生低学
年は保護者同伴）。先着20人。カラー
太マジックまたはクレヨン持参　時25
年１月12日㈯午前10時〜正午　費300円

（材料費）　申電話か直接同館窓口へ
郷土博物館 484-9011
◆博物館子ども体験教室
「縄文人の生活を体験し

よう」　本物の土器や石器に触れ、火
起こしを体験し、縄文人の生活につい
て考えます。親子でも参加できます。
各回先着30人程度。小学校３年生以下
は保護者同伴　時25年１月12日㈯午
前10時〜正午、午後２時〜４時　申電
話か直接同館窓口へ

少年自然の家 488-6538
◆1月のプラネタリウム
今晩の星空、ハッブル宇

宙望遠鏡、オリオン座の神話。小学生
以上対象　 時25年1月13日㈰・27日
㈰午前10時30分から、午後１時30分
から　費市内の人150円、市外の人300
円　申当日直接同所へ。30分前より５
分前まで受け付け
◆冬の星空を見る会　プラネタリウム
と屋上での星座の観望。悪天候の場合
はプラネタリウムのみ。小学生以上対
象（小中学生は保護者同伴）　時25年１
月11日㈮午後６時30分〜８時30分
申１月10日㈭までに電話

男女共同参画センター
485-6505　◆健康づくり
講座「発酵パワーで健康

力アップ！」　不思議なパワーを持つ
発酵食品を活用して、バランスのよい
食事を作ります。併せてお口の健康も
学びます。調理実習有り。エプロン、三
角巾、ふきん２枚、歯ブラシ持参。市
内在住または在勤の人対象。先着20人。
２歳６か月〜６歳まで保育あり（先着５
人。要予約）　時25年１月18日㈮午前
９時45分〜午後１時30分　 費600円

〒276-0042 ゆりのき台2-10
保健センター母子保健課　 486-7250
　　　　　　 健康づくり課　 483-4646

市役所
〒276-8501 大和田新田312-5

483-1151（代表）

工業統計調査を実施します
　製造業を営む事業所を対象に「平成
24年工業統計調査」が行われます。こ
の調査は、経済産業省が所管するもの
で、工業の実態を把握することが目的
です。調査基準日は、12月31日で、結
果は、行政施策の重要な基礎資料とな
るほか、企業や大学などの研究資料と
して活用します。12月中旬から１月に
かけて、県知事が任命した調査員が「調
査員証」を携行して訪問しますので、
ご回答をお願いします。 （統計調査室）

　　 母子保健推進員
　母子保健推進員は、「楽しく安心し
て子育てできるまちづくり」を目指し、
市の保健師と協力しながら活動する地
域のボランティアです。生後２〜３か
月児のいる家庭の訪問をはじめ、地域
グループごとの自主的な活動も行って
います。 ▼応募資格　育児経験があり、
次の地区またはその周辺に住んでいる
人①大和田新田下区　②高津・高津団
地③八千代台北地区　④勝田台地区
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▼応募方法　電話で母子保健課 486-
7250へ

（公財）文化・スポーツ振興財団 
事務所を移転
　大和田の仮事務所へ一時移転中の公
益財団法人八千代市文化・スポーツ振興
財団は、12月21日㈮から市民会館での
業務を再開します。移転作業に伴い、12
月18日㈫から20日㈭までの期間、業
務を休止します。市民会館は25年３月
まで休館となり、４月にリニューアルオ
ープンします。詳しくは同財団 483-
5111へ。 （文化・スポーツ課）

年末年始特別警戒取締りを実施
　八千代警察署では、１月３日までの期
間、市民が安全で安心な年末年始を迎え
られるよう、夜間パトロールや交通取り
締りの特別警戒を実施しています。
　市内では、振り込め詐欺（オレオレ、
還付金、架空請求、利殖勧誘詐欺など）
が10月末現在で22件発生し、被害総額
は約9,450万円となっています。
　電話一本ですぐにお金やキャッシュ
カード、通帳を要求するのは、振り込め
詐欺の手口に間違いありません。このよ
うな電話があったら、八千代警察署生活
安全課 486-0110に通報またはご相談
ください。 （八千代市生活安全課）

　特に表示されていないものは受講無
料です。詳しくは各主催者に問い合わ
せてください。

　冬になり、気温が下がり、空気が乾
燥すると、インフルエンザが猛威を振
るい始めます。毎年、流行の型に合わ
せたインフルエンザワクチンが作られ
ますので、流行する前に予防接種を受
けましょう。
　高齢者はインフルエンザが重症化し、
肺炎を合併して死に至ることもありま
す。肺炎は、日本人の死因の第３位で、
肺炎で亡くなる人は年間12万人に達し
ます。70歳以上の方の肺炎の原因で、
一番多いのは肺炎球菌によるものです。
これには、インフルエンザワクチンと
同様に、重症化を予防できる肺炎球菌
ワクチンがあります。
　また、70歳未満の方に一番多いのは、
マイコプラズマ肺炎です。特に、健康
な若年層がかかりやすいと言われてい
ます。潜伏期間が長く、咳も強いため、
瞬く間に周囲へ拡散していくとされて
います。咳・発熱・頭痛が主な症状で、
かぜやインフルエンザの症状と類似し
ていますが、長く続く咳が特徴です。
　これからの季節は、予防接種を受け
たからといって油断せず、手洗い・う
がいの励行、マスクの着用、睡眠をよ
くとり体力を温存するなどの予防を心
がけましょう。

八千代市医師会
ゆりのきクリニック　　　上田哲郎

注意したい肺炎の原因
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けんこうかんりコーナー 456

月～金曜日
19:00～翌８:30

土曜日
17:00～翌８:30

日曜日・祝日
年末年始
8:30～翌８:30
つながらないときは、市役所 483ー1151
か消防本部 459ー2441へ。当番医は、
市ホームページでも見られます

◆急病のときは、まず、
当番医で受診を

テレホン案内

482－6870
内科系（小児科）

482－6871
外科系・その他の科目

482－6872歯科
※小児科･その他の科目･歯科

は、日曜・祝日・年末年始
の8:30～17:00のみ

こども急病電話相談
お子さんの急病時、受診が必要か判断に迷う時など
に看護師や小児科医が相談に応じます。
毎日19～22時局番なしの ＃8000

やちよ夜間小児急病センター

※23時以降は 450－6000へ
毎日18～23時 458－6090
東京女子医科大学八千代医療センター内

12
月
の
献
血

●12月29日㈯午前10時～11時45
分、午後１時～４時30分、フル
ルガーデン八千代店

（八千代市献血推進協議会主催）
※年齢や健康状態により、献血で
きない場合があります。詳しくは、
県船橋赤十字血液センター 457-
0711へ

12
月
の
納
期

納め忘れのない口座振替が便利です
国民健康保険料……………６期
介護保険料…………………６期
後期高齢者医療保険料……６期

納期限　25年１月４日㈮

固定資産税・都市計画税…３期
納期限12月25日㈫

募集

番
救急車の適正利用に
ご協力ください

火災場所の問い合わせは 459-0119へ

出動件数 11月 １〜11月
救急 686件 7,441件

火災・その他 69件 685件

火災・救急時には 番119ツイッター（Twitter）
防災情報・緊急情報などを
発信しています

URL:http://twitter.com/yachiyo_shi
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（保険・材料費など）　申電話か直接同
センター窓口へ
総合生涯学習プラザ 487-3718　◆人
生の最後を自分らしく・全２回　葬儀
やお墓、遺言、相続について学びます。
筆記用具持参。市内在住の成人対象。
先着30人　時25年１月28日㈪、２月４
日㈪午後１時30分～３時　申午前９時
から電話か直接同プラザ窓口へ
母子保健課 486-7250　◆思春期保健
研修会「親になった今こそ受けたい！
いのちの授業～思春期向け、生と性の
教育～」　婦人科医の講演やグループ
ワークなど。先着150人　時25年１月
20日㈰午後１時30分～４時30分（午後
１時開場）　所総合生涯学習プラザ　
申１月10日㈭までに電話で同課へ

■住民票・戸籍・印鑑登録など
　住民票や戸籍全部事項証明、印鑑登
録証明書などの交付は、12月28日㈮ま
で受け付けます。婚姻や死亡などの戸
籍の届出は年末年始も市役所守衛室で
受け付けます。
【年末年始に住民票・戸籍の附票の受
け取りを希望する場合は】28日㈮午後
４時までに電話で申し込みをしてくだ
さい　▼中央消防署八千代台分署で受
け取り…八千代台東南支所 484-6472
へ　▼東消防署勝田台分署で受け取り
…勝田台支所 483-0151へ

（戸籍住民課）

■コミュニティバス　12月29日㈯～１
月３日㈭は運休 （都市計画課）
■ごみの収集・し尿のくみ取り
【可燃ごみ】月曜・水曜・金曜日が収
集日の地区は28日㈮、火曜・木曜・土
曜日が収集日の地区は29日㈯が最終。
【資源物】29日㈯が最終。24日㉁が紙・
布類の収集日にあたる地区は、当日臨
時収集あり。
【不燃・有害ごみ】28日㈮が最終。１
月１日㈷～３日㈭が収集日の地区は、
８日㈫～ 10日㈭に臨時収集あり。
【粗大ごみの電話受け付け】28日㈮まで。
21日㈮受け付け分まで年内に回収。25

日㈫以降の受け付け分は、１月４日㈮以
降に回収。申し込みは、祝日を除く月
曜～金曜日の午前９時～午後４時30分
に粗大ごみ受付専用電話483-4506へ。
【清掃センターへのごみの持ち込み】28
日㈮まで。持ち込みは祝日を除く月曜～
金曜日と第３土曜日の午前８時30分～11
時40分・午後１時～４時。第３土曜日は
家庭からのごみのみ持ち込めます。
【し尿のくみ取り】28日㈮の正午まで。
年内中の作業依頼は26日㈬まで。問い
合わせは環境緑化公社 459-0067へ。
※年始は、資源物が５日㈯から、それ以
外は４日㈮から （クリーン推進課）

休館日は左の表の通りです。年
末年始の休みに伴い、各施設の利
用受付開始日が通常と異なる場合
があります。詳しくは、各施設に
お問い合わせください。 
◆各館の電話番号　
大和田公民館 482︲0845
阿蘇公民館 488︲1185
高津公民館 450︲0353　
勝田台公民館 485︲5202
八千代台公民館 483︲5553　
村上公民館 485︲5452
睦公民館 450︲2390　
八千代台東南公民館 485︲4811
緑が丘公民館 489︲4919　
大和田図書館 482︲3240　
八千代台図書館 482︲0912
勝田台図書館 484︲4946　
緑が丘図書館 489︲4946

　急に具合が悪くなったときは、初めに次の当番医で受診し
てください。八千代医療センターは、入院が必要な重症患
者を中心に対応します。診療時間は、午前９時～午後５時（昼

休みあり）です。時間外は６ページの「夜間・休日急病診療」
をご覧ください。当番医は変更になる場合があります。市ホ
ームページまたはテレホン案内で確認してから、受診してく
ださい。医療機関の略図は、八千代市医師会または八千代市
歯科医師会のホームページで見ることができます。
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い
犬
の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。
抽
選
30
組
。
25
年

時25年２月14日㈭・15日㈮午前９時
～午後４時30分　所八千代台文化セ
ンター　費6,000円　申25年１月15日
㈫～18日㈮に直接またはファクスで
千葉県消防設備協会 043-268-7129
へ。問い合せは同協会 043-268-60
33へ （予防課）

 原則10日間受講可能な県内在住の人
対象　時25年１月15日㈫・17日㈭・22
日㈫・24日㈭・29日㈫・31日㈭、２月
７日㈭・８日㈮・12日㈫・14日㈭午前
10時～午後４時　所千葉商工会議所
申市消費生活センターに置いてある
所定の申込用紙を12月20日㈭必着で
全国消費生活相談員協会へ。詳しく
は市消費生活センター 483-1151へ

【スキー】県民大会選手選考会を兼
ねます。市内在住、在勤または在学
者対象。現地集合・解散。傷害保険、
宿泊手配は各自で。男女別。小学生
低学年・高学年、中学生、一般Ａ（50
歳未満）、一般Ｂ（50歳以上）。年齢
は25年１月１日現在　時25年１月13
日㈰　所福島県高畑スキー場　費小・
中学生500円、一般1,000円　申25年
１月６日㈰までに市スキー連盟・後
藤 483-5392へ

甲種防火管理講習会を開催

　　 千葉県消費生活
　　 基礎講座の参加者

市民体育大会

募集

扌

扌

扌

年末年始の業務案内

■市内公共施設の休館日（ 内が休館日）

■年末年始の休日当番医と受診案内

　市の業務は特別の場合を除き、12月29日㈯～
１月３日㈭はお休みです。年始は、４日㈮午前
８時30分から業務を行います。

12月 1月
27日㈭ 28日㈮ 29日㈯ 30日㈰ 31日㈪ 1日㈷ 2日㈬ 3日㈭ 4日㈮ 5日㈯

ふれあいプラザ 487-1511
少年自然の家 488-6538（６日㈰まで休み）

　　　　  公民館
図書館

八千代台東南公共センター 485-6611
市民体育館 485-7200
文化伝承館 458-1700

　　　 郷土博物館 484-9011（25日㈫から休み）
男女共同参画センター 485-6505

農業研修センター 450-4645　　
   八千代台文化センター 482-1833

勝田台文化センター 483-2141
総合生涯学習プラザ 487-3719

　　　　　   生涯学習に関するお問い合わせは 487-3718
福祉センター 483-1171　　　　　　

　地域包括支援センター 483-1151
　　　市民活動サポートセンター 481-3222

障害者福祉センター 487-0050
多文化交流センター 487-6310

ふるさとステーション 488-6711

診 療 日 診療科目 当番医／住所 電話番号

12月29日㈯

内科

八千代ももたろうクリニック
ゆりのき台4-1-8ベルジェールゆりのき2階 c 室 405-3588

ひらお循環器科内科クリニック
ゆりのき台5-1-1イーグル八千代ビル1F 487-1515

外科 むらた整形外科
大和田新田99 458-0078

その他（婦） むらたレディースクリニック
大和田新田99 450-8314

歯科

米田歯科医院
勝田台1-32-4河野ビル201 485-7780

高津歯科医院
高津東2-6-15 483-8722

12月30日㈰

内科

富村内科循環器医院
緑が丘3-1-1リーセントヒルズ G 棟１Ｆ 458-8810

あべこどもクリニック
勝田台北1丁目8番7号 KEIYU ビル2F 487-0415

外科 八千代西クリニック
大和田新田３８１-２ 480-3800

その他 加藤眼科
勝田台1-14-72 484-0406

歯科

わたなべ歯科クリニック
ゆりのき台1-11-5ソフィアグレース八千代102 487-1184

あいはら歯科医院
八千代台東3-12-1 483-5101

12月31日㈪

内科

緑が丘小児科
緑が丘2-2-10秋葉緑が丘ビル301 402-3640

勝田台病院
勝田622-2 482-3020

外科・その他（泌）勝田台病院勝田622-2 482-3020

歯科

布川歯科医院
八千代台東1-13-1佐藤八千代台ビル3階 483-5481

アップル歯科医院
八千代台西3-1-12 483-4618

診 療 日 診療科目 当番医／住所 電話番号

１月１日㈷

内科

アリスこどもクリニック
高津694-1 489-4232

島田台病院
島田台887-7 488-7788

外科・その他（耳）島田台病院島田台887-7 488-7788

歯科

ユーア歯科医院
ゆりのき台８－１－１ 482-4336

飯田歯科医院
八千代台西1-1-4ソシアルビル3階 482-8195

１月２日㈬

内科

細野こどもクリニック
大和田新田15高津団地1-21 480-3551

セントマーガレット病院
上高野450 485-5111

外科・その他（皮）セントマーガレット病院上高野450 485-5111

歯科

むらかみだい歯科医院
村上1902-44 485-8871

伊澤歯科医院
勝田台３－２６－１ 482-9888

１月３日㈭

内科

さとう内科医院
大和田新田251 481-5115

みどりこどもクリニック
村上南1-5-28SYM THE BUILDING3-2 486-7127

外科 グリーンヒル鴻野クリニック
緑が丘1-2-10 458-6130

その他 ローズ眼科クリニック
村上南1-3-1イトーヨーカドー八千代店 1階 481-5550

歯科

石﨑歯科医院
村上2714-8 484-3161

伊藤歯科クリニック
八千代台北14-6-8 482-4188
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郷土博物館の来館者が30万人に

トランポリンの国際大会で３位入賞

トライアスロンの最高峰レースで世界一

東
ひがし

 彩乃さん（西高津小学校６年）

稲田 弘
ひろむ

さん（80歳／八千代台東）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
15
日
号
で
不
法
投
棄
の
特
集
記
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
大
掃
除
に
つ
い
て

触
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
年
は
一
足
早
く
大
掃
除
に
手
を
つ
け
ま
し
た
。

整
理
を
始
め
る
と
、懐
か
し
い
写
真
や
以
前
か
ら
探
し
て
い
た
物
を
発
見
。

思
わ
ず
手
を
止
め
、思
い
出
に
浸
っ
て
い
る
う
ち
に
、押
し
入
れ
一
か
所
で

一
日
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
去
年
は
始
め
た
時
期
が
遅
か
っ
た
た

め
、
大
み
そ
か
の
夕
方
ま
で
大
掃
除
。
家
の
中
は
き
れ
い
に
な
っ
た
も
の

の
、
ご
み
と
と
も
に
新
年
を
迎
え
る
は
め
に
な
り
ま
し
た
。
大
掃
除
は
計

画
的
に
。７
ペ
ー
ジ
で
年
末
の
ご
み
収
集
日
も
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

広
報
雑
記
帳
か
ら

飢
え
た
熊
環
境
庁
へ
保
護
願
い

算
術
で
は
解
き
明
か
せ
な
い
ラ
ブ
シ
ー
ン

古
希
通
過
次
に
越
し
た
い
喜
寿
の
坂

辛
抱
で
張
っ
た
根
っ
こ
は
揺
る
が
な
い

体
力
を
キ
ー
プ
週
末
孫
が
来
る

今
な
お
空
気
読
め
な
い
深
海
魚

じ
ゅ
ん
菜
が
小
鉢
の
中
で
逃
げ
ま
わ
る

目
立
つ
よ
う
目
立
た
ぬ
よ
う
に
ア
イ
ラ
イ
ン

緑
が
丘

緑
が
丘

米

本

大
和
田

吉

橋

大
和
田

勝
田
台

勝
田
台

日
名　
光
一

佐
々
木
長
司

山
﨑
す
す
夢

阿
部
け
い
こ

今
別
府
文
乃

和
田
ま
さ
子

大
石
し
ず
か

石
井　
恒
雄

【
市
長
賞
】

す
ん
な
り
と
事
の
進
ま
ぬ
世
相
な
り
ラ
フ
ラ
ン
ス
ひ
と
つ
転
が
る
如

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
垣　
玲
子

【
議
長
賞
】

秘
め
や
か
に
た
た
み
し
も
の
を
開
く
よ
う
芙
蓉
は
咲
け
り　
ひ
と
日

在
る
た
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井　
京
子

【
教
育
長
賞
】
山
く
だ
る
祭
り
の
行
列
若
者
の
烏
帽
子
の
蔭
に
ピ
ア

ス
が
光
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笹
野　
美
枝

【
選
者
賞
】

手
花
火
に
似
た
る
花
の
名
問
う
夫
に
ア
ガ
パ
ン
サ
ス
と
二
日
後
に
答

う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
津
間
博
子

母
へ
と
続
く
ロ
ー
カ
ル
線
よ
霧
深
き
山
間
に
汽
笛
い
く
度
も
鳴
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋　
桂
子

法
師
の
湯
晶
子
も
訪
い
し
そ
の
宿
に
中
二
の
わ
れ
等
は
歩
い
て
行
き

た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関　
　
福
子

【
大
会
賞
】

見
つ
か
ら
ぬ
己
を
閉
ざ
せ
る
ド
ア
の
鍵
君
も
探
す
か
物
音
が
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
内
き
よ
子

枯
れ
て
な
お
人
の
心
に
火
を
灯
す
一
本
松
の
雄
々
し
き
姿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
本
八
津
男

病
む
人
に
淡
き
光
を
な
げ
か
け
る
待
合
室
の
雛
の
飾
り
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
久
美
子

市
民
文
化
祭
短
歌
大
会
入
選
作
品
今
野
　
寿
美

前
田
　
富
栄
選

リサイクル・ガイドは
６ページに掲載

　
11
月
11
日
、
郷
土
博
物
館
の
来
館
者
が
30
万
人
に
な
り
ま
し
た
。

同
館
は
、
平
成
５
年
に
歴
史
民
俗
資
料
館
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、
平

成
12
年
に
現
在
の
名
称
へ
変
更
。
米
本
在
住
の
大
隈
章
子
さ
ん
と
孫

の
美
奈
さ
ん
が
30
万
人
目
の
来
館
者
に
な
り
ま
し
た
。
記
念
品
に
は

同
館
で
活
動
し
て
い
る
竹
細
工
同
好
会
の
作
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。▲くす玉を割り、館長（右）と記念撮影

　10月13日～21日にオーストラリ
アで行われた2012インドパシフィ
ックチャンピオンシップに出場し
た西高津小学校の東彩乃さんが、
トランポリンのシンクロナイズド
競技で３位になりました。
　東さんの出身は兵庫県で、幼稚

園のときにトランポリンを始めました。八千代に来た
のは昨年のことで、前のコーチに紹介された臼井駅近
くのクラブに所属。週５日練習をしています。
　２人で行うシンクロナイズド競技のパートナーは予
選の順位で決まりましたが、偶然にも幼稚園のときに
兵庫で一緒に練習していた友だちとペアに。これまで
で一番大きい大会で緊張もしましたが、２人の息の合
った演技で入賞することができました。得意な技はひ
ねり技。跳ぶときは余計なことを考えないようにして
いるそうです。今一番の趣味は「トランポリン」と東
さん。将来、オリンピックに出場することが目標です。

　　　　　　　　　　トライアスロンの中でも最も過
　　　　　　　　　酷といわれるアイアンマン世界選
　　　　　　　　　手権。まず3.8キロを泳ぎ、次に
　　　　　　　　　180キロを自転車で走破、最後に
　　　　　　　　　42.195キロのフルマラソンをこな
　　　　　　　　　します。10月13日、ハワイで行われ
　　　　　　　　　た決勝大会の80歳以上の部で、八
千代台東在住の稲田弘さんが大会新記録で優勝。12月
12日に八千代市スポーツ・文化功労章を受章しました。
　トライアスロンを始めたのは70歳から。ロードバイ
クを買って自己流で練習し、76歳のときには最も距離
の長いアイアンマンに挑戦するほどに。しかし、制限
時間をクリアできず、一人での練習に限界を感じて千
葉のクラブに所属しました。若い選手と同じメニュー
をこなし、彼らのペダルを漕ぐリズムを横目で見てい
るうちに「力を使わずに速く走るコツをつかんだ」と
稲田さん。幅広い年齢層の選手が一緒に練習すること
でお互いが刺激され、モチベーションも上がりました。
　トライアスロンは３つの競技を楽しみながらできる
ところが魅力。大会では景色を満喫しながら走り、練

習で出かけたときは、地元の人と触れ合えることも楽
しみの一つだそうです。クラブでの練習は週４日。３
キロ泳いだあと、自転車で100～150キロ走ったり、クロ
スカントリーに行ったりします。週２日の自主練習で
は新川沿いをランニングすることもあり、「のどかな田
園風景の中を走るのが気持ちいいですね」とにっこり。
トライアスロンは継続した練習が大切なので、ほかに
やりたいことがあっても時間を作れないことが悩みで
すが、村上公民館の「男の料理教室」や学生時代から
続けている合唱団の練習には、今でも参加しています。
目標は世界最高齢のアイアンマン。挑戦は続きます。

◀
ハ
ワ
イ
の
海
岸
線
を
駆
け
抜
け
る
稲
田
さ
ん

市民伝言板・会員募集掲載のきまり（保存版）	 広報広聴課 483-1151

　「市民伝言板」は、市民の皆さんが市内で行う行事
の案内を、「会員募集」は市内で活動するサークルな
どの会員を募集するコーナーです。
■対象団体　原則として市内在住の人で構成される団
体で、次の要件をすべて満たすもの　▶団体の事務局
などが市内にあり、市内の公共施設などを活動拠点と
していること　▶営利、政治、宗教を主たる活動目的
とする団体でないこと　▶継続的に活動していること
（概ね６か月以上の活動実績）
■原則として、次のような内容のものは掲載できませ
ん　▶講師自らが募集するもの　▶特定の人を対象と
する行事　▶市内の公共的な施設を会場としないもの
（バス研修などを除く）　▶事業所が行う教室、講座、
講演会　▶営利、政治、宗教を主たる目的とするもの
▶広告、宣伝を目的とするもの　▶特定の団体、個人
を支援または誹

ひ ぼ う
謗中傷するもの　▶掲載内容と実際の

活動内容が、著しくかけ離れていることが確認されて
いるもの　▶掲載の意図や内容が不明確なもの　▶こ
のほか、行政広報としての公共性、公益性を損なうおそ
れがあるもの

■会員募集■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
・掲載は、原則１団体、年（１～12月）１回まで
・不定期掲載です。受け付け順に掲載します
・市内の公共的な施設が会場であること
・問い合わせ先は、八千代市民であること
【必要事項】　①団体名　②活動内容　③日時　④場所
⑤費用（月会費･入会金など）　⑥連絡先（メール不可）
■市民伝言板■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
・掲載は、原則１団体、年（１～12月）３回まで
・締め切りは、発行日の約40日前です
・市内の公共的な施設が会場であること
・問い合わせ先は、八千代市民であること
※会員の募集を目的とした体験会や講習会（団体が通
常の活動日に実施するものなど）は、市民伝言板では
なく、会員募集として扱います
【必要事項】　①掲載希望号　②団体名　③行事の名
称　④内容　⑤開催日時　⑥場所　⑦費用　⑧連絡先
（メール不可）
■申し込み方法　〒276-8501市役所広報広聴課 485-
4023へ郵送、ファクスまたは直接お持ちください。

会 員 募 集
　会員募集は不定期掲載です。今号では、11月15
日までに受け付けたものを掲載しています。

●文章の会せせらぎ　日ごろの思いを文章に。な
ごやかな会です。第２・４月曜日13時～16時、福
祉センター。月500円。原 482-5921
●カラオケサークル演ＪＯＹ　初心者向け。女性
講師が指導。第２・４月曜日13時～15時、緑が丘
公民館。入会300円、月3,000円。吉原 459-2172
●さくら会　パッチワークをご一緒に楽しみませ
んか。数名募集。第２・４月曜日10時～12時、八
千代台東南公民館。月1,000円。来

き
海
まち

450-1848
●英会話「セサミ」　初級レベル。オーストラリア
人の男性講師。日常体験の発表など。第１・２木
曜日19時～20時40分、勝田台公民館。入会2,000
円、月2,500円。松下 484-6342
●装いの会　和服の着付けや礼法を学びます。第
２・４金曜日９時～12時、八千代台公民館。入会
1,000円、月1,500円。葛西 090-5800-6372


